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処分

の概

要 

 特例特定遊興飲食店営業者の認定 
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 風俗営業等適正化法第 31 条の 23 において準用する第 10 条の 2 第 2 項(認定

申請の手続) 

 風俗営業等適正化法に基づく許可申請書添付書類等内閣府令第 21 条において

準用する第 5 条(特例特定遊興飲食店営業者の認定申請書の添付書類) 
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 法令の定めの解釈については、「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関
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